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参考文献一覧

（小学 6年生、30人クラスで授業の一環として行う場合を想定）

①学習者を 5 人前後のグループに分け、くずし字一覧表を配布する。

②グループごとに、フェイクカード 5 枚と、正しい組み合わせとなる 10 ペ

ア（文字 10 枚・イラスト 10 枚）のカードを配布する。

③学習者は、表面を上にして、机の上にすべてのカードをランダムに並べる。

④開始の合図とともに、学習者は、くずし字一覧表を見ながら、イラストに

合う文字カードを探してペアを作っていく。

⑤ 10 〜 15 分程度、様子を見て、ペアを作り終えるグループが増えてきたら、

答え合わせをする。「机の上にどのカードが残ったか（フェイクカードは

何だったか）」を皆で確認する。

⑥学習者に対して、「なぜその単語だと考えたのか」「この 2 枚のカードは、

どの部分が一緒でどの部分が違うのか」「この字の字母は何か」などの問

いかけをする。

・グループ学習にすることで、学習者同士が話し合い、教え合う環境が生ま

れるため、アクティブラーニングが促される。

・イラストカードがあることで、くずし字に馴染みのない初心者でも、気軽

に取り組みやすい。

・フェイクカードがあることで、イラストや文字数から「なんとなく」でペ

アを作ることを防ぐ。

・文字カードには、同じ字が繰り返し使われている。このため、「さっきと同

じ字だ」という発見や「分かった !」という達成感が生まれやすく、学習

意欲の維持が期待できる。また、頻出のくずし字を覚えることができる。

・ペアの数やフェイクカードの枚数を増減させることで、学習者のレベルに

合わせて難易度を調整できる。

・くずし字やイラストを学習者自身が書いてオリジナルカードを作るという

使い方もでき、創造活動・表現活動にも繋がるものとなっている。

遊び方の例

教材の特長

参
考
文
献
一
覧

第
Ⅰ
部　

入
門
編

S
T
E
P
1　

古
典
へ
の
誘
い
方

●
本
当
に
必
要
な
の
か
と
言
わ
せ
な
い
古
典
（
仲
島
ひ

と
み
）

	 »

勝
又
基
編
『
古
典
は
本
当
に
必
要
な
の
か
、
否
定

論
者
と
議
論
し
て
本
気
で
考
え
て
み
た
』（
文
学
通
信
、

二
〇
一
九
年
）

	 »

長
谷
川
凜
・
丹
野
健
・
内
田
花
・
田
川
美
桜
・
中
村

海
人
・
神
山
結
衣
・
小
林
未
來
・
牧
野
か
れ
ん
・
仲

島
ひ
と
み
編
『
高
校
に
古
典
は
本
当
に
必
要
な
の
か　

高
校
生
が
高
校
生
の
た
め
に
考
え
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
ま
と
め
』（
文
学
通
信
、
二
〇
二
一
年
）

	 »
D

eci, E. L., &
 R

yan, R
. M

. (2008). Self-
determ

ination theory: A m
acrotheory of 

hum
an m

otivation, developm
ent, and 

health. C
anadian Psychology/Psychologie 

canadienne, 49(3), 182–185.

●
イ
メ
ー
ジ
で
現
代
と
つ
な
ぐ
古
典
（
江
口
啓
子
）

	 »

林
晃
平
『
浦
島
伝
説
の
研
究
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
一

年
）、『
浦
島
伝
説
の
展
開
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
八
年
）

	 »

勝
俣
隆
「
御
伽
草
子
『
酒
呑
童
子
』
の
一
挿
絵
と
本

文
に
つ
い
て
─
酒
呑
童
子
登
場
の
場
面
の
変
遷
を

め
ぐ
っ
て
─
」（『
愛
文
』
27
、
一
九
九
二
年
一
月
）、「
御

伽
草
子
『
酒
呑
童
子
』
の
一
場
面
に
お
け
る
二
系
統

成
立
に
関
す
る
考
察
」（『
静
大
国
文
』
36
、
一
九
九
二

年
四
月
）

S
T
E
P
2　

和
本
へ
の
誘
い
方

●
和
本
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
─
─
教
材
と
し
て
の
古
典
籍

利
用
の
可
能
性
（
佐
々
木
孝
浩
）

	 »

藤
井
隆
『
日
本
古
典
書
誌
学
総
説
』（
和
泉
書
院
、

一
九
九
一
年
）

	 »

中
野
三
敏 

『
書
誌
学
談
義 

江
戸
の
板
本
』 （
岩
波
書
店
、

一
九
九
五
年
）

	 »

井
上
宗
雄
他
『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』（
岩
波
書

店
、
一
九
九
九
年
）

	 »

川
瀬
一
馬
・
岡
崎
久
司
『
書
誌
学
入
門
』（
雄
松
堂
出

版
、
二
〇
〇
一
年
） 

	 »

山
本
信
吉
『
古
典
籍
が
語
る
─
書
物
の
文
化
史
』（
八

木
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）

	 »

櫛
笥
節
男
『
宮
内
庁
書
陵
部 

書
庫
渉
獵
─
書
写
と

装
訂
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
六
年
）

	 »

堀
川
貴
司
『
書
誌
学
入
門 

古
典
籍
を
見
る
・
知
る
・

読
む
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
〇
年 

）

	 »

中
野
三
敏 

『
和
本
の
す
す
め
─
江
戸
を
読
み
解
く
た

め
に
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
一
一
年
）

	 »

大
沼
晴
暉
『
図
書
大
概
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
年
）

	 »

佐
々
木
孝
浩
『
日
本
古
典
書
誌
学
論
』（
笠
間
書
院
、

二
〇
一
六
年
）

	 »

藤
本
幸
夫
編
『
書
物
・
印
刷
・
本
屋　

日
中
韓
を
め

ぐ
る
本
の
文
化
史
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
一
年
）

第
Ⅱ
部　

教
材
編

	 »

加
藤
直
志
・
加
藤
弓
枝
・
三
宅
宏
幸
「
く
ず
し
字
に

よ
る
古
典
教
育
の
試
み
―
日
本
近
世
文
学
会
に
よ

る
出
前
授
業
―
」（『
名
古
屋
大
学
教
育
学
部
附
属
中
・
高

等
学
校
紀
要
』
61
、 

二
〇
一
六
年
一
二
月
）

	 »

加
藤
直
志
・
加
藤
弓
枝
・
三
宅
宏
幸
「
く
ず
し
字
に

よ
る
古
典
教
育
の
試
み
（
２
）
―
江
戸
時
代
の
「
さ

る
か
に
合
戦
」
を
読
む
―
」（『
名
古
屋
大
学
教
育
学
部

附
属
中
・
高
等
学
校
紀
要
』
62
、 

二
〇
一
八
年
三
月
）

	 »

加
藤
直
志
・
加
藤
弓
枝
・
三
宅
宏
幸
「
く
ず
し
字
に

よ
る
古
典
教
育
の
試
み
（
４
）
―
教
科
書
教
材
と
し

て
の
『
百
人
一
首
』
か
ら
『
教
歌
道
化
百
人
一
首
』

へ
―
」（『
名
古
屋
大
学
教
育
学
部
附
属
中
・
高
等
学
校
紀
要
』

64
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
）

	 »

加
藤
直
志
・
加
藤
弓
枝
・
三
宅
宏
幸
「
く
ず
し
字
に

よ
る
古
典
教
育
の
試
み
（
５
）
―
江
戸
時
代
の
「
桃

太
郎
」
を
読
む
・
補
遺
―
」（『
名
古
屋
大
学
教
育
学
部

附
属
中
・
高
等
学
校
紀
要
』
65
、
二
〇
二
一
年
一
月
）

	 »

加
藤
直
志
・
加
藤
弓
枝
・
三
宅
宏
幸
「
く
ず
し
字

に
よ
る
古
典
教
育
の
試
み
（
６
）
―
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
で
学
ぶ
・『
伊
勢
物
語
』
か
ら
『
仁
勢
物
語
』
へ

―
」（『
名
古
屋
大
学
教
育
学
部
附
属
中
・
高
等
学
校
紀
要
』

66
、
二
〇
二
二
年
一
月
）
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執筆者プロフィール

学
会
誌
』
25
―
2
、
二
〇
二
〇
年
七
月
）

江
口
啓
子
（
え
ぐ
ち
・
け
い
こ
）

豊
田
工
業
高
等
専
門
学
校
一
般
学
科
講
師
（
中
世
の
絵

入
り
物
語
（
お
伽
草
子
））

［
著
書
・
論
文
］「『
小
敦
盛
』
の
主
題
の
変
遷
―
高
僧

の
物
語
か
ら
女
人
往
生
の
物
語
へ
」（『
伝
承
文
学
研
究
』

71
、
二
〇
二
二
年
八
月
）、「
男
装
と
変
成
男
子
―
『
新
蔵

人
』
絵
巻
に
見
る
女
人
成
仏
の
思
想
」（『
中
世
文
学
』

65
、
二
〇
二
〇
年
六
月
）、『
室
町
時
代
の
女
装
少
年
×
姫 

『
ち
ご
い
ま
』
物
語
絵
巻
の
世
界
』（
共
著
、
笠
間
書
院
、

二
〇
一
九
年
）

佐
々
木
孝
浩
（
さ
さ
き
・
た
か
ひ
ろ
）

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
教
授
（
日
本

古
典
書
誌
学
）

［
著
書
・
論
文
］『
芳
賀
矢
一 

「
国
文
学
」
の
誕
生
』（
岩

波
書
店
、
二
〇
二
一
年
）、『
日
本
古
典
書
誌
学
論
』（
笠
間

書
院
、二
〇
一
六
年
）、『
日
本
の
書
と
紙
―
古
筆
手
鑑
『
か

た
ば
み
帖
』
の
世
界
』（
共
著
、三
弥
井
書
店
、二
〇
一
二
年
）  

近
江
弥
穂
子
（
お
う
み
・
み
ほ
こ
）

横
浜
市
立
あ
ざ
み
野
第
一
小
学
校
学
校
司
書

加
藤
弓
枝
（
か
と
う
・
ゆ
み
え
）

→
編
者
。
奥
付
参
照

加
藤
直
志
（
か
と
う
・
た
だ
し
）

→
編
者
。
奥
付
参
照

 

飯
倉
洋
一
（
い
い
く
ら
・
よ
う
い
ち
）

大
阪
大
学
名
誉
教
授
（
日
本
近
世
文
学
）

［
著
書
・
論
文
］『
前
期
読
本
怪
談
集
』（
校
訂
代
表
、
国
書

刊
行
会
、
二
〇
一
七
年
）、『
上
田
秋
成　

絆
と
し
て
の
文

芸
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）　
『
秋
成
考
』（
翰

林
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）

加
藤
十
握
（
か
と
う
・
と
つ
か
）

私
立
武
蔵
高
等
学
校
中
学
校
教
諭
（
近
世
文
学
）　

［
著
書
・
論
文
］「
古
典
を
読
む
営
為
に
つ
い
て
」（『
読
ま

な
け
れ
ば
な
に
も
は
じ
ま
ら
な
い
―
い
ま
か
ら
古
典
を
〈
読
む
〉

た
め
に
』
文
学
通
信
、
二
〇
二
一
年
）、『
上
田
秋
成
研
究
事

典
』（
共
著
、
笠
間
書
院
、
二
〇
一
六
年
）

三
宅
宏
幸
（
み
や
け
・
ひ
ろ
ゆ
き
）

→
編
者
。
奥
付
参
照

山
田
和
人
（
や
ま
だ
・
か
ず
ひ
と
）

→
編
者
。
奥
付
参
照

仲
島
ひ
と
み
（
な
か
じ
ま
・
ひ
と
み
）

国
際
基
督
教
大
学
高
等
学
校
教
諭
（
日
本
語
学
（
文
法
））

［
著
書
・
論
文
］『
国
語
を
め
ぐ
る
冒
険
』（
共
著
、
岩
波

ジ
ュ
ニ
ア
新
書
、
二
〇
二
一
年
）、『
詳
説
古
典
文
法
』（
共

著
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
二
年
）、
鈴
木
ひ
と
み
「
副
助
詞

サ
エ
（
サ
ヘ
）
の
用
法
と
そ
の
変
遷
―
ダ
ニ
と
の
関
連

に
お
い
て
」（『
日
本
語
学
論
集
』
1
、
二
〇
〇
五
年
）

有
田
祐
輔
（
あ
り
た
・
ゆ
う
す
け
）

大
阪
府
立
茨
木
高
等
学
校
教
諭

森
木
三
穂
（
も
り
き
・
み
ほ
）

独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
鶴
岡
工
業
高
等

専
門
学
校
創
造
工
学
科
基
盤
教
育
グ
ル
ー
プ
助
教

（
中
古
文
学
、
国
語
教
育
）

［
著
書
・
論
文
］「
ユ
ー
ザ
ー
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
を
意

識
し
た
表
現
の
力
―
お
す
す
め
本
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
・
帯
制

作
を
通
し
て
」（『
日
本
高
専
学
会
誌
』
25
―
4
、
二
〇
二
〇

年
一
〇
月
）、「
文
理
融
合
型
の
国
語
教
育
―
「
も
の
づ

く
り
」
を
活
用
し
た
古
典
教
育
の
方
法
」（『
日
本
高
専

永
田
郁
子
（
な
が
た
・
い
く
こ
）

滋
賀
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
教
諭
（
国
語
科
教
育
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

［
著
書
・
論
文
］「『
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
』
に

お
け
る
国
語
科
の
単
元
構
成
の
あ
り
方
―
2
年
『
郷

土
を
愛
す
る
達
人
の
こ
と
ば
』
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記

事
作
成
を
と
お
し
て
」（『
滋
賀
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学

校　

研
究
紀
要
』
62
、
二
〇
二
〇
年
）、「
滋
賀
大
附
属
中
版

『
を
か
し
』『
あ
は
れ
な
り
』
歳
時
記
―
古
典
随
筆
作

品
の
『
も
の
の
見
方
・
考
え
方
』
を
も
と
に
生
徒
の

『
判
断
』
を
ゆ
さ
ぶ
る
学
習
指
導
の
研
究
」（『
滋
賀
大

学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
研
究
紀
要
』
63
、
二
〇
二
一
年
）、「
個

の
学
び
・
協
働
の
学
び
の
中
で
の
『
問
い
』
を
立
て

る
力
の
育
成
―
総
合
的
な
学
習
の
時
間
『BIW

AKO
 

TIM
E

』
に
お
け
る
生
徒
の
『
問
い
』
の
変
遷
か
ら

見
え
て
く
る
も
の
」（『
滋
賀
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
研

究
紀
要
』
63
、
二
〇
二
一
年
）

岩
崎
彩
香
（
い
わ
さ
き
・
あ
や
か
）

青
森
県
立
八
戸
北
高
等
学
校
教
諭
（
近
世
文
学
、
学
校

管
理
職
研
究
）

　
髙
須
奈
都
子
（
た
か
す
・
な
つ
こ
）

大
阪
商
業
大
学
非
常
勤
講
師
（
服
飾
史
〔
近
代
日
本
〕）

［
著
書
・
論
文
］ 「『
正
徳
ひ
な
形
』
に
み
る
身
分
階
層
に

よ
る
小
袖
の
特
徴
―
西
川
祐
信
の
眼
を
通
し
て
」（
石

上
阿
希･

加
茂
瑞
穂
編
『
西
川
祐
信
『
正
徳
ひ
な
形
』
―
影
印
・

注
釈
・
研
究
』
臨
川
書
店
、
二
〇
二
二
年
）、「「
帯
揚
」「
帯

枕
」
の
発
生
と
呼
称
の
定
着
に
関
す
る
一
考
察
」（『
服

飾
学
研
究
』
3
―
1
、
二
〇
二
一
年
三
月
）

永
吉
寛
行
（
な
が
よ
し
・
ひ
ろ
ゆ
き
）

宮
崎
大
学
准
教
授
（
国
語
教
育
学
、
和
歌
文
学
）　

［
著
書
・
論
文
］ 「
中
学
校
国
語
「
比
較
読
み
」
指
導
と

古
典
教
材
開
発
の
連
関
性
―
読
解
力
向
上
の
視
点
か

ら
」（『
月
刊
国
語
教
育
研
究
』

593
、
二
〇
二
一
年
九
月
）、「
メ

タ
認
知
を
行
う
生
徒
を
育
て
る
国
語
科
学
習
指
導

法
―
『
徒
然
草
』「
仁
和
寺
に
あ
る
法
師
」
の
授
業

を
通
し
て
」（『
宮
崎
大
学
教
育
学
部
附
属
教
育
協
働
開
発

セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』 

28
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）、「
高
等
学

校
に
お
け
る
古
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